
(57)【要約】

【課題】構成が簡単であるにもかかわらず、かつ、必要

なときにのみ必要に応じて係止ロックまたは係止ロック

解除可能なものできるピストン‐シリンダユニットを得

る。

【解決手段】シリンダ装置１を取り囲むロック管５を備

え、このロック管５の第１端部領域６を、ピストンロッ

ド３の遊端領域において、ピストンロッド３に対して同

軸状のロック解除位置とピストンロッドの長手方向に対

して傾斜したロック位置との間で回動可能に支持し、ロ

ック管の第２端部領域７に支持ストッパ２０を設け、ロ

ック管５は、ピストンロッド３が外方突出位置にあると

きロック位置に回動可能であるとともに、支持ストッパ

２０がシリンダの端面に対して軸線方向に当接可能なピ

ストン‐シリンダユニットにおいて、ロック管５を、操

作可能な保持装置１７，１８，１９，２３によりそのロ

ック位置においてロック状態を保持可能にする。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ロ ッ ク 可 能 な ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 、 特 に シ リ ン ダ 装 置 を 備 え る ガ ス ス プ リ ン グ
ま た は ダ ン パ ー で あ っ て 、 前 記 シ リ ン ダ 装 置 は 、 閉 じ た シ リ ン ダ を 有 し 、 シ リ ン ダ 内 部 に
お い て 、 加 圧 ガ ス を 充 填 し た シ リ ン ダ 内 部 空 間 を 第 １ チ ャ ン バ お よ び 第 ２ チ ャ ン バ に 分 割
す る ピ ス ト ン が 摺 動 可 能 に 案 内 し 、 こ の ピ ス ト ン の 片 側 に ピ ス ト ン ロ ッ ド を 設 け 、 こ の ピ
ス ト ン ロ ッ ド を 、 シ リ ン ダ の 端 面 に お い て シ ー ル 状 態 で シ リ ン ダ 内 部 空 間 か ら 外 部 に 導 出
さ せ 、 前 記 第 １ チ ャ ン バ お よ び 第 ２ チ ャ ン バ は 相 互 に 接 続 ま た は 接 続 可 能 に し 、 さ ら に 、
シ リ ン ダ 装 置 を 取 り 囲 む ロ ッ ク 管 を 備 え 、 こ の ロ ッ ク 管 の 第 １ 端 部 領 域 を 、 前 記 ピ ス ト ン
ロ ッ ド の 遊 端 領 域 に お い て 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド に 対 し て 同 軸 状 の ロ ッ ク 解 除 位 置 と ピ ス ト ン
ロ ッ ド の 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 し た ロ ッ ク 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 に 支 持 し 、 前 記 ロ ッ ク 管
の 第 ２ 端 部 領 域 に 支 持 ス ト ッ パ を 設 け 、 前 記 ロ ッ ク 管 は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド が 外 方 突 出 位 置
に あ る と き ロ ッ ク 位 置 に 回 動 可 能 で あ る と と も に 、 支 持 ス ト ッ パ が シ リ ン ダ の 端 面 に 対 し
て 軸 線 方 向 に 当 接 可 能 な 該 ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト に お い て 、
前 記 ロ ッ ク 管 （ ５ ） を 、 操 作 可 能 な 保 持 装 置 に よ り そ の ロ ッ ク 位 置 に お い て ロ ッ ク 状 態 を
保 持 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す る ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 保 持 装 置 に よ り 、 ロ ッ ク 位 置 に あ る ロ ッ ク 管 （ ５ ） を シ リ ン ダ 装 置 （ １ ） の 一 部 分
に 連 結 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ロ ッ ク 位 置 に あ る ロ ッ ク 管 （ ５ ） を 、 係 止 装 置 に よ り シ リ ン ダ 装 置 （ １ ） の 一 部 分 と 連
結 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ロ ッ ク 管 （ ５ ） に １ 個 以 上 の 係 止 ば ね （ １ ７ ） を 設 け 、 こ の 係 止 ば ね （ １ ７ ） を 、
前 記 ロ ッ ク 管 （ ５ ） の 回 動 の 際 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 に お い て 、 シ リ ン ダ
装 置 （ １ ） の 一 部 分 に よ っ て そ の ば ね 力 に 抗 し て 転 向 可 能 と し 、 ロ ッ ク 位 置 に お い て こ の
一 部 分 に 背 面 掛 合 し て 係 止 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ
ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 シ リ ン ダ 装 置 に １ 個 以 上 の 係 止 ば ね を 設 け 、 こ の 係 止 ば ね を 、 前 記 ロ ッ ク 管 の 回 動
の 際 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 に お い て 、 ロ ッ ク 管 の 一 部 分 に よ っ て そ の ば ね
力 に 抗 し て 転 向 可 能 と し 、 ロ ッ ク 位 置 に お い て こ の 一 部 分 に 背 面 掛 合 し て 係 止 可 能 と し た
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ６ 】
　 １ 個 ま た は 複 数 個 の 係 止 ば ね （ １ ７ ） を そ の ば ね 力 に 抗 し て 転 向 可 能 と し 、 ロ ッ ク 位 置
に お い て 係 止 可 能 と し た シ リ ン ダ 装 置 の 前 記 一 部 分 を 、 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド ま た は 前 記 シ
リ ン ダ （ ２ ） の 一 部 分 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ
ッ ト 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 係 止 ば ね （ １ ７ ） を 、 前 記 ロ ッ ク 管 （ ５ ） に 設 け た つ め （ １ ８ ） に よ っ て 構 成 し 、
前 記 ロ ッ ク 管 に は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ま た は シ リ ン ダ （ ２ ） の 直 径 に 等 し い か 、 ま た は そ れ
よ り 大 き い 直 径 の 貫 通 開 口 を 設 け 、 こ の 貫 通 開 口 か ら 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ま た は シ リ ン ダ （
２ ） に 指 向 し 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ま た は シ リ ン ダ （ ２ ） の 直 径 よ り も 小 さ い 幅 を 有 す る つ め
間 開 口 （ １ ９ ） を 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド （ ３ ） の 延 在 方 向 を 横 切 る よ う 半 径 方 向 外 方 に 開 口 さ
せ 、 つ め ア ー ム （ ２ ２ ） を 半 径 方 向 に ば ね 弾 性 を 有 す る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ６ に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 つ め （ １ ８ ） に は 、 つ め 間 開 口 （ １ ９ ） に 対 し 直 径 方 向 に 対 向 す る 領 域 に 操 作 領 域
（ ２ ３ ） を 設 け 、 こ の 操 作 領 域 （ ２ ３ ） は 、 前 記 貫 通 開 口 に 対 し て 半 径 方 向 に 、 つ め ア ー
ム （ ２ ２ ） を 拡 開 さ せ る よ う に 押 圧 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の ピ ス ト
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ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ロ ッ ク 管 （ ５ ） を 、 プ ラ ス チ ッ ク か ら な る 射 出 成 形 体 と し て 、 か つ 係 止 ば ね （ １ ７
） と 一 体 に 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ４ ～ ８ の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の ピ ス ト ン ‐
シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ロ ッ ク 管 （ ５ ） 、 の 第 １ 端 部 領 域 （ ６ ） で 係 止 装 置 に よ り ピ ス ト ン ロ ッ ド （ ３ ） の
遊 端 に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ９ の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ
ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ロ ッ ク 管 （ ５ ） の 第 １ 端 部 領 域 （ ６ ） に 軸 線 方 向 の 貫 通 開 口 （ ８ ） を 設 け 、 ピ ス ト
ン ロ ッ ド （ ３ ） の 遊 端 を 、 遊 び を 有 し て 前 記 貫 通 開 口 （ ８ ） を 貫 通 さ せ 、 前 記 ロ ッ ク 管 （
５ ） に 連 結 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ピ ス ト ン ロ ッ ド （ ３ ） の 、 ロ ッ ク 管 （ ５ ） か ら 突 出 す る 遊 端 に ス ト ッ パ （ １ １ ） を 設 け
、 こ の ス ト ッ パ （ １ １ ） を 、 ロ ッ ク 管 （ ５ ） の 貫 通 開 口 （ ８ ） の 終 端 口 領 域 （ １ ２ ） に よ
っ て 軸 線 方 向 に 支 持 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ １ に 記 載 の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ
ト 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 係 止 装 置 に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド （ ３ ） に 対 し て 軸 線 方 向 に 、 ロ ッ ク 管 （ ５ ） の 第 ２ 端
部 領 域 （ ７ ） 側 と は 反 対 方 向 に 指 向 す る 係 止 ア ー ム （ １ ５ ） を 設 け 、 こ の 係 止 ア ー ム の 遊
端 に 係 止 フ ッ ク （ １ ４ ） を 設 け 、 こ の 係 止 フ ッ ク に 対 し て ピ ス ト ン ロ ッ ド （ ３ ） の 遊 端 に
設 け た 係 止 突 起 （ １ ３ ） が 背 面 掛 合 で き る よ う に し 、 こ れ に よ り 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド （ ３ ）
の 遊 端 に お け る ス ト ッ パ （ １ １ ） を 、 ロ ッ ク 管 （ ５ ） の 終 端 口 領 域 （ １ ２ ） に 当 接 し た 状
態 に 保 持 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ ～ １ ２ の う ち 何 れ か １ 項 に 記 載 の ピ
ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 ロ ッ ク 可 能 な ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト 、 特 に シ リ ン ダ 装 置 を 備 え る ガ ス
ス プ リ ン グ ま た は ダ ン パ ー で あ っ て 、 前 記 シ リ ン ダ 装 置 は 、 閉 じ た シ リ ン ダ を 有 し 、 シ リ
ン ダ 内 部 に お い て 、 加 圧 ガ ス を 充 填 し た シ リ ン ダ 内 部 空 間 を 第 １ チ ャ ン バ お よ び 第 ２ チ ャ
ン バ に 分 割 す る ピ ス ト ン が 摺 動 可 能 に 案 内 し 、 こ の ピ ス ト ン の 片 側 に ピ ス ト ン ロ ッ ド を 設
け 、 こ の ピ ス ト ン ロ ッ ド を 、 シ リ ン ダ の 端 面 に お い て シ ー ル 状 態 で シ リ ン ダ 内 部 空 間 か ら
外 部 に 導 出 さ せ 、 前 記 第 １ チ ャ ン バ お よ び 第 ２ チ ャ ン バ は 相 互 に 接 続 ま た は 接 続 可 能 に し
、 さ ら に 、 シ リ ン ダ 装 置 を 取 り 囲 む ロ ッ ク 管 を 備 え 、 こ の ロ ッ ク 管 の 第 １ 端 部 領 域 を 、 前
記 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 遊 端 領 域 に お い て 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド に 対 し て 同 軸 状 の ロ ッ ク 解 除 位 置
と ピ ス ト ン ロ ッ ド の 長 手 方 向 に 対 し て 傾 斜 し た ロ ッ ク 位 置 と の 間 で 回 動 可 能 に 支 持 し 、 前
記 ロ ッ ク 管 の 第 ２ 端 部 領 域 に 支 持 ス ト ッ パ を 設 け 、 前 記 ロ ッ ク 管 は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド が 外
方 突 出 位 置 に あ る と き ロ ッ ク 位 置 に 回 動 可 能 で あ る と と も に 、 支 持 ス ト ッ パ が シ リ ン ダ の
端 面 に 対 し て 軸 線 方 向 に 当 接 可 能 な 該 ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 例 え ば 、 特 に 自 動 車 に お け る 、 フ ラ ッ プ （ ボ ン ネ ッ ト ， リ ヤ ゲ ー ト 等 の 跳 ね 蓋 ） ま た は
ド ア の 開 放 た め に 使 用 さ れ る こ の よ う な 種 類 の ガ ス ス プ リ ン グ で は 、 ロ ッ ク 管 が 、 ば ね に
よ っ て 常 に そ の 斜 め 向 き の ロ ッ ク 位 置 に 向 け て 押 圧 力 を 受 け る こ と が 知 ら れ て い る 。 従 っ
て 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド が 外 方 移 動 す る 際 、 ロ ッ ク 管 は 、 シ リ ン ダ 端 部 を 通 過 し た 後 、 大 き く
傾 い た 位 置 に 回 動 す る ま で 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド に お け る シ リ ン ダ の 片 側 の 端 部 領 域 に 対 向 す
る 遊 端 と と も に 、 一 緒 に 摺 動 す る 。 こ の 大 き く 傾 い た 位 置 に お い て 、 ロ ッ ク 管 の 終 端 口 の
一 部 分 が 、 シ リ ン ダ の 対 向 す る 側 の 端 面 に 対 向 す る と と も に 、 ス ト ッ パ を 形 成 し 、 こ の ス
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ト ッ パ に よ り 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド が シ リ ン ダ 内 に 再 引 き 込 み （ 収 縮 ） す る 際 、 ロ ッ ク 管 の こ
れ に 対 向 す る 端 部 が こ の ス ト ッ パ に 当 接 す る と と も に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド の さ ら な る 内 方 引
き 込 み 移 動 を 阻 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ロ ッ ク 管 を 手 動 に よ り 同 軸 状 に 回 動 さ せ た 後 に 初 め て 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド を 再 度 シ リ ン ダ
の 内 部 に 引 き 込 ま せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な ガ ス ス プ リ ン グ に は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド を 外 方 に 突 出 移 動 さ せ る た び 、 所 定 の
外 方 突 出 行 程 を 超 え る と 強 制 的 に 常 に ロ ッ ク さ れ て し ま い 、 そ の 後 手 動 に よ り こ れ を 解 除
し な け れ ば な ら な い と い う 欠 点 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 課 題 は 、 上 記 の よ う な ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト で あ っ て 、 構 成 が
簡 単 、 か つ 、 必 要 に 応 じ て ロ ッ ク ま た は ロ ッ ク 解 除 で き る ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト を
得 る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の 課 題 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト は 、 ロ ッ ク 管 を 、 操 作 可
能 な 保 持 装 置 に よ り そ の ロ ッ ク 位 置 に お い て ロ ッ ク 状 態 を 保 持 可 能 に し た こ と を 特 徴 と す
る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 保 持 装 置 を 特 に 手 動 に よ り 操 作 し た 場 合 に の み 、 ロ ッ ク ま た は ロ ッ ク 解 除 さ れ る の で 、
外 方 突 出 移 動 し た ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト に 不 快 な 自 動 阻 止 が 生 じ る の を 防 止 す る こ
と が で き る 。 実 際 に 外 方 突 出 移 動 さ せ た 状 態 に お け る ロ ッ ク を 意 図 す る 場 合 に の み 、 ロ ッ
ク を 意 識 的 に 行 い 、 そ の ロ ッ ク 解 除 を 意 図 す る 場 合 に 、 同 様 に 意 識 的 に 再 度 ロ ッ ク 解 除 す
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 保 持 装 置 に よ り 、 ロ ッ ク 位 置 に あ る ロ ッ ク 管 を シ リ ン ダ 装 置 の 一 部 分 に 連 結 可 能 と す る
と 、 部 品 点 数 の 少 な い 簡 単 な 構 成 を 得 る こ と が で き 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ロ ッ ク 位 置 に あ る ロ ッ ク 管 を 、 係 止 装 置 に よ り シ リ ン ダ 装 置 の 一 部 分 と 連 結 可 能 と す る
と 、 操 作 が 簡 単 か つ 容 易 に な る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ロ ッ ク 管 に １ 個 以 上 の 係 止 ば ね を 設 け 、 こ の 係 止 ば ね を 、 前 記 ロ ッ ク 管 の 回 動 の 際 、 ロ
ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 に お い て 、 シ リ ン ダ 装 置 の 一 部 分 に よ っ て そ の ば ね 力 に
抗 し て 転 向 可 能 と し 、 ロ ッ ク 位 置 に お い て こ の 一 部 分 に 背 面 掛 合 し て 係 止 可 能 と す る と 、
構 成 が 簡 単 と な り 、 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 代 案 と し て 、 シ リ ン ダ 装 置 に １ 個 以 上 の 係 止 ば ね を 設 け 、 こ の 係 止 ば ね を 、 前 記 ロ ッ ク
管 の 回 動 の 際 、 ロ ッ ク 位 置 と ロ ッ ク 解 除 位 置 と の 間 に お い て 、 ロ ッ ク 管 の 一 部 分 に よ っ て
そ の ば ね 力 に 抗 し て 転 向 可 能 と し 、 ロ ッ ク 位 置 に お い て こ の 一 部 分 に 背 面 掛 合 し て 係 止 可
能 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 １ 個 ま た は 複 数 個 の 係 止 ば ね を そ の ば ね 力 に 抗 し て 転 向 可 能 と し 、 ロ ッ ク 位 置 に お い て
係 止 可 能 と し た シ リ ン ダ 装 置 の 前 記 一 部 分 を 、 前 記 ピ ス ト ン ロ ッ ド ま た は 前 記 シ リ ン ダ の
一 部 分 と す る と 、 特 別 な 付 加 的 部 材 が 不 要 に な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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　 係 止 ば ね を 、 前 記 ロ ッ ク 管 に 設 け た つ め に よ っ て 構 成 し 、 前 記 ロ ッ ク 管 に は 、 ピ ス ト ン
ロ ッ ド ま た は シ リ ン ダ の 直 径 に 等 し い か 、 ま た は そ れ よ り 大 き い 直 径 の 貫 通 開 口 を 設 け 、
こ の 貫 通 開 口 か ら 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ま た は シ リ ン ダ に 指 向 し 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ま た は シ リ
ン ダ の 直 径 よ り も 小 さ い 幅 を 有 す る つ め 間 開 口 を 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 延 在 方 向 を 横 切 る よ
う 半 径 方 向 外 方 に 開 口 さ せ 、 つ め ア ー ム を 半 径 方 向 に ば ね 弾 性 を 有 す る 構 成 と す る と 、 部
材 に か か る 負 荷 が 均 等 で 簡 単 な 構 成 が 実 現 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 つ め （ １ ８ ） に は 、 つ め 間 開 口 に 対 し 直 径 方 向 に 対 向 す る 領 域 に 操 作 領 域 を 設 け 、 こ の
操 作 領 域 は 、 前 記 貫 通 開 口 に 対 し て 半 径 方 向 に 、 つ め ア ー ム を 拡 開 さ せ る よ う に 押 圧 可 能
と す る と 、 つ め の 付 加 的 な 開 口 を 一 体 的 に 構 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ロ ッ ク 管 を 、 プ ラ ス チ ッ ク か ら な る 射 出 成 形 体 と し て 、 か つ 係 止 ば ね と 一 体 に 構 成 す る
と 、 組 立 て 時 の 無 駄 が ほ と ん ど な く な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ロ ッ ク 管 、 の 第 １ 端 部 領 域 で 係 止 装 置 に よ り ピ ス ト ン ロ ッ ド の 遊 端 に 連 結 す る と 、 ロ ッ
ク 管 を ピ ス ト ン ロ ッ ド に 簡 単 に 取 り 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ロ ッ ク 管 の 第 １ 端 部 領 域 に 軸 線 方 向 の 貫 通 開 口 を 設 け 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 遊 端 を 、 遊 び
を 有 し て 前 記 貫 通 開 口 を 貫 通 さ せ 、 前 記 ロ ッ ク 管 に 連 結 す る と 、 ロ ッ ク 管 を ピ ス ト ン ロ ッ
ド に 対 し て 簡 単 に 回 動 可 能 に 連 結 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 、 ロ ッ ク 管 か ら 突 出 す る 遊 端 に ス ト ッ パ を 設 け 、 こ の ス ト ッ パ を 、 ロ
ッ ク 管 の 貫 通 開 口 の 終 端 口 領 域 に よ っ て 軸 線 方 向 に 支 持 す る と 好 適 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 係 止 装 置 に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド に 対 し て 軸 線 方 向 に 、 ロ ッ ク 管 の 第 ２ 端 部 領 域 側 と は 反 対
方 向 に 指 向 す る 係 止 ア ー ム を 設 け 、 こ の 係 止 ア ー ム の 遊 端 に 係 止 フ ッ ク を 設 け 、 こ の 係 止
フ ッ ク に 対 し て ピ ス ト ン ロ ッ ド の 遊 端 に 設 け た 係 止 突 起 が 背 面 掛 合 で き る よ う に し 、 こ れ
に よ り 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド の 遊 端 に お け る ス ト ッ パ を 、 ロ ッ ク 管 の 終 端 口 領 域 に 当 接 し た 状
態 に 保 持 す る よ う に す る と 、 簡 単 に 組 み 立 て 可 能 で あ る と と も に 、 ロ ッ ク 管 が ピ ス ト ン ロ
ッ ド に 対 し て 正 確 に 位 置 決 め さ れ る 構 成 が 実 現 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に 示 す と と も に 、 以 下 で 詳 細 に 説 明 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 面 に 示 す 係 止 可 能 な ガ ス ス プ リ ン グ と し て 構 成 し た ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト は 、
閉 じ た シ リ ン ダ ２ を 備 え る シ リ ン ダ 装 置 １ を 有 し 、 こ の シ リ ン ダ ２ の 内 部 に お い て 図 示 し
な い ピ ス ト ン を 摺 動 可 能 に 案 内 し 、 ピ ス ト ン は 、 加 圧 ガ ス を 充 填 し た シ リ ン ダ 内 部 空 間 を
第 １ チ ャ ン バ お よ び 第 ２ チ ャ ン バ に 分 割 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ピ ス ト ン の 片 側 に ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ を 配 置 し 、 こ の ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ は 、 シ リ ン ダ ２ の
端 面 ４ に お い て 密 封 を 保 っ た ま ま シ リ ン ダ 内 部 空 間 か ら 外 方 に 導 出 す る 。 シ リ ン ダ 内 部 空
間 の 双 方 の チ ャ ン バ は 、 同 様 に 図 示 し な い 絞 り 弁 接 続 部 に よ り 相 互 に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ の 遊 端 に 、 シ リ ン ダ 装 置 １ を 取 り 囲 む ロ ッ ク 管 ５ の 第 １ 端 部 領 域 ６ を
回 動 可 能 に 設 け 、 こ の ロ ッ ク 管 ５ の 第 ２ 端 部 領 域 ７ を シ リ ン ダ ２ の 方 向 に 延 在 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 場 合 、 ロ ッ ク 管 ５ の 第 １ 端 部 領 域 ６ に お い て 軸 線 方 向 の 貫 通 開 口 ８ を 設 け 、 ピ ス ト
ン ロ ッ ド ３ が 固 定 チ ュ ー ブ ５ に 対 し て 回 動 で き る よ う に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ の 遊 端 を 、 貫
通 開 口 ８ に 遊 び を 有 し て 貫 通 さ せ る 。 さ ら に 、 ロ ッ ク 管 ５ の 内 径 は 、 貫 通 開 口 ８ か ら ロ ッ
ク 管 ５ の 第 ２ 端 部 領 域 ７ に 至 る ま で 、 貫 通 開 口 ８ よ り も 大 き く な る よ う に 構 成 す る 。
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【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ね じ 山 ９ を 設 け た ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ の 遊 端 に 取 付 部 材 １ ０ を ね じ 付 け 、 取 付 部 材 １ ０ の
、 ロ ッ ク 管 ５ に 対 向 す る 端 面 に ス ト ッ パ １ １ を 形 成 し 、 こ の ス ト ッ パ を 、 貫 通 開 口 ８ の 終
端 口 領 域 １ ２ で 支 持 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 取 付 部 材 １ ０ は 、 半 径 方 向 に 突 出 す る 係 止 突 起 １ ３ を 有 し 、 こ の 係 止 突 起 １ ３ は 、 取 付
部 材 １ ０ の ス ト ッ パ １ １ が ロ ッ ク 管 ５ の 終 端 口 領 域 １ ２ に 衝 合 し た 状 態 に 保 持 す る よ う に
、 係 止 フ ッ ク １ ４ に 掛 合 さ せ る 。 係 止 フ ッ ク １ ４ を 、 係 止 ア ー ム １ ５ の 遊 端 に 設 け 、 こ の
ロ ッ ク ア ー ム １ ５ を 、 ロ ッ ク 管 ５ の 第 ２ 端 部 領 域 ７ の 方 向 に ほ ぼ 軸 線 方 向 に 延 長 さ せ 、 ロ
ッ ク 管 ５ と 一 体 に 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 係 止 フ ッ ク １ ４ は 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ の 長 手 方 向 軸 線 の 方 向 に 押 圧 力 を 加 え る よ う 、 係
止 突 起 １ ３ に 掛 合 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 第 ２ 端 部 領 域 ７ で は 、 ロ ッ ク 管 ５ の 内 部 領 域 ２ １ に 競 技 場 観 客 席 の よ う な 拡 張 部 １ ６ を
設 け 、 こ の 場 合 、 拡 張 部 １ ６ の 幅 は 、 シ リ ン ダ ２ の 端 面 ４ の 領 域 に お け る 外 径 よ り も 、 僅
か に 大 き く す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 拡 張 部 １ ６ の 長 手 方 向 の 中 間 領 域 に お い て 、 互 い に 対 向 す る ２ 個 の 二 重 傾 斜 面 状 の 係 止
ば ね １ ７ を ロ ッ ク 管 ５ と 一 体 に 構 成 し 、 こ の 係 止 ば ね １ ７ は つ め １ ８ を 形 成 し 、 つ め 間 開
口 １ ９ の 幅 を 、 シ リ ン ダ ２ の 外 径 よ り も 小 さ い 寸 法 に す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 係 止 ば ね １ ７ は 、 ば ね 弾 性 で 外 方 に 転 向 で き る の で 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ が 外 方 に 移 動 す
る 際 、 ロ ッ ク 管 ５ を ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ の 長 手 方 向 に 整 列 す る 位 置 、 ま た は ピ ス ト ン ロ ッ ド
３ の 長 手 方 向 に 整 列 す る 状 態 か ら 傾 斜 し た 位 置 に 、 手 操 作 で 回 動 さ せ る こ と が で き 、 ま た
そ の 際 、 係 止 ば ね １ ７ を シ リ ン ダ ２ の 端 面 ４ に 近 い 端 部 領 域 に 係 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ お よ び ロ ッ ク 管 ５ が 互 い に ほ ぼ 同 軸 状 に 整 列 し た 場 合 （ 図 １ お よ び ２
参 照 ） 、 ガ ス ス プ リ ン グ は 、 そ の ロ ッ ク 解 除 位 置 に 存 在 す る の で 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ は 、
阻 止 さ れ る こ と な く 外 方 お よ び 内 方 に 移 動 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ が 外 方 に あ る と き 、 ロ ッ ク 管 ５ を 、 手 動 に よ り そ の ロ ッ ク 解 除 位 置 か
ら 、 係 止 ば ね １ ７ の 傍 を 通 過 さ せ な が ら ロ ッ ク 管 ５ が ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ に 対 し 傾 斜 す る 位
置 に 回 動 さ せ る と 、 ガ ス ス プ リ ン グ は そ の ロ ッ ク 状 態 と な る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ の と き 、 シ リ ン ダ ２ の 端 面 ４ は 、 ロ ッ ク 管 ５ の 支 持 ス ト ッ パ ２ ０ に 対 し て 軸 線 方 向 に
当 接 す る 。 こ の 支 持 ス ト ッ パ ２ ０ は 、 ロ ッ ク 管 ５ の 正 規 の 内 部 領 域 ２ １ か ら 拡 張 部 １ ６ へ
の 半 径 方 向 移 行 部 と し て 、 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ れ に よ り 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ は シ リ ン ダ ２ の 内 部 へ の 移 動 を 制 限 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 つ め １ ８ は 、 つ め 間 開 口 １ ９ に 対 し 直 径 方 向 に 対 向 す る 領 域 に つ め ア ー ム ２ ２ を 有 し 、
こ れ ら つ め ア ー ム は 、 操 作 領 域 ２ ３ に よ っ て 相 互 に 連 結 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 つ め ア ー ム ２ ２ か ら 操 作 領 域 ２ ３ へ の 移 行 領 域 ２ ４ は 、 ロ ッ ク 管 ５ の 長 手 方 向 ウ ェ ブ ２
５ に よ っ て 支 持 さ れ る の で 、 操 作 領 域 ２ ３ を 半 径 方 向 内 方 に 向 か っ て 手 動 に よ り 押 圧 す る
際 、 つ め ア ー ム ２ ２ が 互 い に 離 れ る 方 向 に 回 動 し 、 そ の 際 、 係 止 ば ね １ ７ も 半 径 方 向 に 相
互 に 離 れ る 方 向 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 従 っ て 、 ロ ッ ク 管 ５ は 、 問 題 な く 再 度 そ の ロ ッ ク 解 除 位 置 に 回 動 す る こ と が で き る と と
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も に 、 ピ ス ト ン ロ ッ ド ３ は 阻 止 さ れ る こ と な く 、 シ リ ン ダ ２ の 内 部 に 移 動 で き る 。 ロ ッ ク
解 除 位 置 か ら ロ ッ ク 位 置 へ の 回 動 お よ び そ の 逆 方 向 へ の 回 動 は 、 常 に 意 識 的 に 手 動 で 行 う
こ と に よ っ て の み 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
【 図 １ 】 ピ ス ト ン ロ ッ ド が 引 っ 込 み 位 置 に あ る 本 発 明 ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト を 側 面
か ら み た 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 ピ ス ト ン ロ ッ ド が 突 出 状 態 で 、 非 ロ ッ ク 位 置 に あ る 図 １ の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ
ニ ッ ト の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 ピ ス ト ン ロ ッ ド が 突 出 状 態 で 、 ロ ッ ク 位 置 に あ る 図 １ の ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ
ッ ト の 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト に お け る ロ ッ ク 管 の 第 １ 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 ピ ス ト ン ‐ シ リ ン ダ ユ ニ ッ ト に お け る ロ ッ ク 管 の 第 ２ 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ４ に 示 す ロ ッ ク 管 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ４ に 示 す ロ ッ ク 管 の ロ ッ ク 機 構 側 か ら み た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ４ に 示 す ロ ッ ク 管 の 取 付 部 材 側 か ら み た 端 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ６ に お け る サ ー ク ル 部 分 "Ｚ "の 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ９ 】
１ 　 シ リ ン ダ 装 置
２ 　 シ リ ン ダ
３ 　 ピ ス ト ン ロ ッ ド
４ 　 端 面
５ 　 ロ ッ ク 管
６ 　 第 １ 端 部 領 域
７ 　 第 ２ 端 部 領 域
８ 　 貫 通 開 口
９ 　 ね じ
１ ０ 　 取 付 部 材
１ １ 　 ス ト ッ パ
１ ２ 　 終 端 口 領 域
１ ３ 　 係 止 突 起
１ ４ 　 係 止 フ ッ ク
１ ５ 　 係 止 ア ー ム
１ ６ 　 拡 張 部
１ ７ 　 係 止 ば ね
１ ８ 　 つ め
１ ９ 　 つ め 間 開 口
２ ０ 　 支 持 ス ト ッ パ
２ １ 　 内 部 領 域
２ ２ 　 つ め ア ー ム
２ ３ 　 作 動 領 域
２ ４ 　 移 行 領 域
２ ５ 　 長 手 方 向 ウ ェ ブ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 19年 6月 15日 (2007.6.15)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 図 面
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 図
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】
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